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1. はじめに
近年、伝統構法はプレカット工法の普及

による機械加工や大工職人の不足および加
工コストがかかり過ぎるなどの要因から消
滅の危機にある。政府が積極的に住生活基
本法１）７条２項で、「木造住宅に関する技
術開発、伝統技術の伝承について、必要な
措置を執ることとした」を注目点に上げて
おり、本研究では「伝統構法『継手・仕口』
をどのようにしたら伝承できるか」をテー
マにとり上げ実施した。

2. 本研究の進め方
本研究では、伝統構法「継手・仕口」をどのよ

うにしたら伝承できるかを問題解決の技法「特性
要因図法」により具体的に絞り込み、解決方法を
見出し図－１に示す。また、工業高校で建築を学
んでいる3年生を対象に、継手・仕口についてど
の程度理解し、把握しているかのアンケート調査
を実施した。また、その結果の集計から、伝統構
法を理解・把握するための教材を製作した。
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図-１ 特性要因図
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3. アンケートの内容
アンケートは、以下に示す調査内容で実施

した。
①継手・仕口の名称や形、また使用箇所に

ついての調査。②伝統構法の『継手・仕口』
の伝承についてどう思われているかの調査。
③伝統構法伝承についての対策・解決方法の
調査。

アンケートに記載した継手・仕口の種類を
表－１に示す。よく使われる継手・仕口の定
義として、現在の木造住宅の在来工法で一般
に使われている継手・仕口とした。また、よ
く使われない継手・仕口の定義として、現在
の木造住宅の在来工法ではあまり使われなく
なった継手・仕口とした。継手・仕口のアン
ケートは、継手・仕口の名称・形とも知って
いるか、知らないか。継手・仕口の名称だけ、
形だけ知っているか、知らないか。

また、どの箇所に使用されているかの内容
とした。なお、調査対象は、下記に示す岐阜
県内の建築を学んでいる工業高校8校の3年生
を対象とした約200名(202名)である。

・関市立関商工高等学校 建築科 38名

・岐阜県立岐南工業高校 建築科 33名

・岐阜県立高山工業高校 建築科 33名

・岐阜県立可児工業高校 建設工学科 31名

・岐阜県立大垣工業高校 建設工学科 20名

・岐阜県立岐阜工業高校 環境建設科 19名

・岐阜県立中津川工業高校

建設工学科 17名

・岐阜県立岐阜総合学園高校

環境テクノロジー系列 11名

4. アンケートの結果
4.1 よく使われるおよび使われない継手・仕口

よく使われるおよびよく使われない継手・仕
口の名称・形について、それぞれ図－２および
３に示す。図中の数字は人数である。腰掛あり
継手と腰掛かま継手は約60％前後の学生が名
称・形とも知っていると答えた。

また、渡りあご掛け、大入れあり掛け、通し

ほぞは約30％前後の学生が知っていると答え
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図-２ よく使われる継手・仕口の名称・形について

表１ 使用頻度・種類別の「継手・仕口」



ている。よく使われる継手・仕口の中でも、
落しあり、二方差し、三方差し、四方差しは
約80％以上の学生が知らないと答えている。
よく使われない継手・仕口でも、追掛大栓

継ぎが約40％前後の学生が名称・形とも知っ
ていると答えた。また、込み栓打ち、小根ほ
ぞ、扇ほぞ、重ねほぞ、金輪継ぎは70～80％
の学生が全く知らないと答えている。

4.2 よく使われる継手・仕口の使われる場所
よく使われる継手・仕口の使われる場所に

ついて図－４に示す。腰掛あり継手、腰掛か
ま継手、大入れあり掛け、通しほぞは約40％
前後の学生がどこに使われているか知ってい
ると答えた。また、かぶとあり掛け、大入れ
ほぞ差しは約30％弱の学生が知っていると答
えている。

なお、図は省略されて示してないが、よく

使われない継手・仕口の使われる場所について
は、込み栓打ち、追掛大栓継ぎ、大阪城大手門
控柱の継手は約20％前後の学生がどこに使わ
れているか知っていると答えた。また、箱栓、
えり輪入れ小根ほぞ差し割りくさび締め、鼻栓
打ちは約90％前後の学生が知らないと答えて
いる。

4.3 伝統構法の伝承について
伝統構法をどのようにしたら伝承できるか

を図―１に示す特性要因図から見出したので
述べる。大骨の時代から大工塾を作り養成す
る。大骨の作業から実際に継手・仕口を製作し
指導する。大骨の行動から施工現場を見学し、
大工さんに話を聞き教授していただく。大骨の
学習から資格を習得する。大骨の意欲から職人
さんの仕事を見せる、体験して興味を持っても
らう。大骨の情報から伝統構法の良さ、仕組み
を知ってもらえるように活動するが得られた。

図-３ よく使われない継手・仕口の名称・形について

図-４ よく使われる継手・仕口の使われる場所
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特性要因図の対策・解決方法で納得できるも

のについて得た回答を図－５に示す。
伝統構法の『継手・仕口』を、学生および見

習い大工に伝承する方法として、特性要因図か
ら分かった6つの要因《時代・作業・行動・学
習・意欲・情報》から、多くの学生が納得した
ものは意欲70％・作業66％・時代50％である。

4 学校別による調査
よく使われる継手・仕口の名称・形について

学校別の結果を図－６に示す。Ｇ高校は約40％
の学生が名称・形とも知っていると答えてい
る。Ｋ高校、Ｓ高校は約30％前後の学生が知っ
ている。また、よく使われない継手・仕口の名
称・形については、Ｇ高校とＫ高校の学生約
30％が名称・形とも知っていると答えた。Ｋ高
校は25％の学生が知っている。

さらに、よく使われる継手・仕口の使われる
場所の学校別の認識結果を図－７に示す。Ｎ高
校、Ｔ高校、Ｇ高校は約35％前後の学生がどこ
に使われているかを知っている。また、Ｋ高校、
Ｓ高校、Ｏ高校は約20％前後の学生が知ってい
る。なお、図の記載を省略したが、よく使われ
ない継手・仕口の使われる場所の学校別の認識
結果については、Ｇ高校、Ｔ高校、Ｋ高校は約
20％の学生がどこに使われているかを知って
いると答えた。

5. 模型の製作
建築を学んだ学生に現状把握のアンケート

調査の結果から、多くの回答がある「作業」に
よる要因を取り上げ、意欲を引き出すための写
真－１に示す教材模型、継手・仕口の22種類、
41ヶ所を製作した。

6. まとめ
本研究の調査結果から、建築を学んだ学生の

ほとんどが継手・仕口を知らないことが分か
る。工業高校での授業にさらに取り入れる必要
がある。
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図-５ 伝統工法を伝承する方法として納得できるもの

図-６ よく使われる継手・仕口の名称・形について

図-７ よく使われる継手・仕口の使われる場所について
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写真-１ 教材模型
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